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（ ３ ）  国 道 1 3 9 号 の 改 築 お よ び 道 路 管 理  
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（１）平 成 27 年 度  事 業 費  
   
 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）平 成 27 年 度  事 業 のポイント 
 

1)多 様 な交 流 と活 力 ある「静 岡 」づくり 
■国 道 １号  静 清 バイパス ４車 線 化 工 事 の推 進   

①牧ヶ谷 IC～丸子 IC（延長 3.0km） 
  ・平成 30 年度 完成 4 車線開通に向け工事推進 
 
②清水立体（延長 2.4km） 
  ・工事着手に向け用地買収推進 

 
■渋 滞 解 消 事 業 の推 進     

○国道 1 号富士由比バイパス 
・富士市前田～富士市五貫島の立体化に向け用地買収推進 

 
○国道 139 号富士改良 

・（都）津田蓼原線～（県）富士由比線間（延長 0.7ｋｍ）については、平成 27 年度部分 
開通に向け工事推進 

・（都）前田宮下線～（都）津田蓼原線間（延長 0.8ｋｍ）については、用地買収推進 
 

2）安 全 安 心 な「静 岡 」の暮 らしを実 現  
■橋 梁 補 修 、耐 震 補 強 及 び防 災 対 策 の推 進  

・富士・由比・静岡地区において、老朽化が進行する橋梁の補修、東海地震等に備えた橋
梁の耐震補強を推進 

・東海・東南海・南海地震対策として、「道の駅」の防災機能の強化に向けた施設整備を推進 
 

■交 通 安 全 対 策 の推 進  
・北脇東交差点等において、『静岡県事故ゼロプラン～事故危険区間重点解消作戦～』等

により、重点的に交通事故・安全対策を推進 
 

3）美 しく快 適 なまち「静 岡 」の創 出  
■国 道 1 号  無 電 柱 化 の推 進      

・歩道上の電柱や電線類をなくし、快適で安全な歩道空間とするために、無電柱化を推進 
 

■地 域 と協 働 した道 路 美 化 対 策 （ボランティアサポートプログラム） 
・地域の方々と協働して、歩道の清掃、花壇の整備を行って頂き、快適な歩道空間を確保 

 
 

【百万円】

Ｈ２７
当初 当初 補正
3,850 4,144

55 55
684 802

4,589 5,001 0

電線共同溝関係 864 545
交通安全関係 815 896

小計

事業名

国道１号　静清バイパス

道路改築関係
国道１号　富士由比バイパス

Ｈ２６

国道１３９号　富士改良

2．  平 成 27 年 度  事 業 費 および事 業 のポイント 
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 国道１号静清バイパスは、地域高規格道路「静岡東西道路」の一部を構成し、

静岡市の環状道路の一部として、交通混雑の緩和、交通安全の確保、静清都

市圏の発展の支援等を目的に計画された静岡市清水区興津東町から静岡市駿

河区丸子二軒家に至る延長 24.2km の幹線道路です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国道１号 静
せい

清
しん

バイパス 

・静清バイパスは、平成９年３月の全線暫定２車線開通以降、順次「４車線化」を推進しており、平成２７

年３月１日に羽鳥・牧ヶ谷 IC のフルインター化と鳥坂 IC～千代田上土 IC 間が開通しました。 

・平成３０年度に、牧ヶ谷ＩＣ～丸子ＩＣ間が４車線開通する予定です。 

・引き続き平面区間の立体化および暫定開通区間の４車線化を推進し、交通混雑の緩和、交通安全の確保を

事業進捗状況 

【平成２７年度の主な事業内容】 

◆清水立体 用地買収、埋蔵文化財調査 

◆牧ヶ谷IC～丸子IC トンネル工、橋梁下部工、水文調査 

４車線立体化 

の簡略図 

し み ず し ず お か し ず お か お き つ あ ず ま ち ょ う す る 

ま り こ に け ん や が 
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開通前 開通後

（台/日）

■ 交通量の変化

［静清バイパス：断面１］

全車
約１割増

小型車：
約１０％増

大型車：
約８％増

※出典：ﾄﾗｶﾝ交通量（Ｈ26.3.6（木）とＨ27.3.5（木）の比較）

：小型車交通量 ：大型車交通量

静清バイパス 工事状況写真 

写真位置図 

①丸子藁科トンネルⅡ期線（西側） 

トンネル掘削の準備をしています。 

②丸子藁科トンネルⅡ期線（東側） 

トンネルを掘削しています。 

至名古屋 

至東京

Ⅰ期線 

市道丸子・泉ヶ谷線 至東京 

至名古屋

牧ヶ谷ＩＣ
下り線オンランプ

Ⅰ期線 

平成 27 年 2 月撮影 平成 27 年 2 月撮影 

静清バイパス（H27.3.1 開通区間）整備効果 

・今回の開通により、静清バイパスの利用交通量は約１割増加しています。 

・利用交通量は増加しましたが、特に４車線拡幅区間（鳥坂ＩＣ～千代田上土ＩＣ）では渋滞が解

消され、朝ピーク時（７時台）の所要時間が約１５分短縮（約 46 分⇒約 31 分）されました。 

牧ヶ谷ＩＣ交差点

■ 牧ヶ谷IC付近における交通状況

至 名古屋 至 名古屋

至 東京至 東京渋滞

本線の信号待ち
の渋滞が解消

■ 千代田上土IC付近における交通状況

至 名古屋

至 東京

※Ｈ26年2月 7時頃 ※Ｈ26年3月 7時頃

至 名古屋

至 東京

※Ｈ26年1月 10時頃 ※Ｈ26年3月 10時頃

渋滞
渋滞が解消

 信号機撤去後 信号機撤去前

 ４車線化後 ４車線化前
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・静清バイパスを利用する企業からは、通勤時や輸送時の所要時間の短縮を実感する声や、今

後の企業活動における物流効率化などの期待の声をいただいています。 

・開通により所要時間のばらつきが改善され輸送時の速達性・定時性が向上しています。 

現在、牧ヶ谷ＩＣ～丸子ＩＣ間の４車線化（平成 30 年度予定）と清水立体化事業を進めており、これらの
整備により、清水港や東名・新東名などへのアクセス性がさらに向上し、地域経済の発展へ寄与するこ
とが期待されます。 

■ 通勤ルートの変更

千代田
上土IC

瀬名IC

鳥坂IC４車線化
開通区間

国道１号

清水区

1

1

葵区

至

東
京

長崎IC
能島IC

：開通前（3/1以前）の通勤ルート

※流通ｾﾝﾀｰ企業へのヒアリング調査より

流通
ｾﾝﾀｰ

自宅
（清水区内）

① 通勤時の変化

至

名
古
屋

千代田
上土IC

瀬名IC

鳥坂IC

４車線化
開通区間

清水区

1

1

葵区

長崎IC

能島IC

流通
ｾﾝﾀｰ

自宅
（清水区内）

至

名
古
屋

《開通前》 ：国道１号現道 《開通後》 ：静清バイパス

：開通後（3/1以降）の通勤ルート

• 静清バイパス
の渋滞がなく
なったため、
通勤ルートを
変更しました。

至

東
京

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

10 15 20 25

【静清バイパスを利用する企業の声】

［業務における効果と期待］

• 千代田上土ＩＣ～鳥坂ＩＣ間の慢性的な渋滞が解消され、配送時間
が計算しやすくなりました。

• お客様への到着時間の設定や、到着荷物の入庫時間の確定が

しやすくなり、迅速な配達と輸送回数の増加が可能になります。

• 渋滞の解消で余裕ができ、スムーズな活動が見込まれます。

業務面でもエリア拡大に期待しています。

• 走行時のドライバーの肉体的、精神的負担が軽くなります。

■ 所要時間のばらつき（遅れのリスク）の減少

② 企業活動（輸送時）の変化

至

東
京

静岡SA
ｽﾏｰﾄIC

至

名
古
屋

千代IC

平和IC

昭府IC
唐瀬IC

安
倍
川

牧ヶ谷IC

葵区
羽鳥IC

清水いはらIC

新清水JCT

清水区

新静岡IC

千代田
上土IC

瀬名IC
鳥坂IC

清水IC

興津IC

能島IC

362

1
1 清見寺IC

清水JCT

速達性・定時性の向上
で物流効率化を支援

○清水港発着の輸送経路 丸子ＩＣ⇒長崎ＩＣにおける所要時間（ばらつき）の変化

長崎IC丸子IC

清水港発着貨物車両の利用割合
・静清バイパス ：約６割
・東名高速道路 ：約２割
・国道１５０号 ：約１割
・その他路線 ：約１割

清水港

開通前：ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ（H26.3）、開通後：ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ（Ｈ27.3～5）
※上り（清水港方面）

※出典：商用車プローブデータ（H26.7）

150

割合
（％）

所要時間（分）

［開通後］
約３分のばらつき 改善

［開通前］
約７分のばらつき

開通前

開通後
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国道１号静清バイパスのうち、既に平面部として供用している静岡市清水

区横砂から同区八坂にかけて、渋滞緩和、交通事故削減、沿道環境改善を目

的として立体化を行います。                               

 

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

清水港

清水いはらＩＣ

清水ＪＣＴ

至 東京

至
名

古
屋

至
浜

松

至 名古屋 至 御前崎

至 東京

至
浜

松

中部横断自動車道 至 山梨

東名清水ＩＣ

清水区市街

印：立体交差化される信号交差点

第２バース（-15m）（耐震）
H25.5.25部分整備完了

新清水ＪＣＴ

清見寺ＩＣ
平成２７年度　事業内容 興津ＩＣ

新興津埠頭
興津埠頭

袖師埠頭

用地買収

本線

街路部自歩道 街路部 自歩道

遮音壁
植栽

遮音壁
植栽

遮音壁 遮音壁

国 道 1 号 静 清 バ イ パ ス   清水
し み ず

立体
し み ず し ず お か 

よ こ す な や さ か 

至 東京 

清水立体詳細図 

渋滞状況写真 ※庵原交差点付近（名古屋方向を望む）

清水立体整備効果 

清水立体 断面構成 

・静清バイパス丸子ＩＣ～興津ＩＣ間の所要時間が、約１８分短縮され
ます。（約４０分から約２２分に短縮） 

（街路部２車断面） 

（街路部４車断面） 

渋滞緩和

※１ 民間プローブデータより算出 
※２ 静清ＢＰ４車線区間の民間プローブデータを用いて算出 
※３ 静清ＢＰ全線立体４車線完成時 
民間プローブデータ：平日７時台平均旅行速度（上り線） [H25.4～8] 

本線

街路部自歩道 街路部 自歩道

遮音壁
植栽

遮音壁
植栽

遮音壁 遮音壁

街 路

特殊部（横砂）標準部（庵原～横砂）標準部（八坂～庵原）

 

至　名古屋 至　東京

特殊部（八坂）

（仮）清水IC交差点
（街路から東名へ接続）

（仮）横砂交差点
交差道路　半地下構造

東海道新幹線

県道茂畑横砂線

清水IC西交差点

街路部：４車線 街路部：２車線

庵原川

西久保交差点 庵原交差点

本 線

インターチェンジ
（横砂地区）

東名清水ＩＣ
（本線から東名へ接続）インターチェンジ

（八坂地区）

立 体 化 す る 区 間

尾羽交差点

 

 

清水立体
整備後 

現況 

※1 

※2 ※3 

時間
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 国道 1 号富士由比バイパスは、静岡市、富士市の市街地の交通混雑の解消、

沿 線 の 生 活 環 境 の 改 善 を 目 的 に 計 画 さ れ た 富士
ふ じ

市 今井
い ま い

か ら 静岡
しずおか

市 清水
し み ず

区

興津東町
おきつあずまちょう

に至る延長 21.4km の幹線道路です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富士由比バイパス 延長 21.4 km

至
名
古

駿河湾

田子の浦港

至
東
京

至富士吉田

至
甲
府

終 起

西
富
士
道

新富士駅南地区
土地区画整理

静岡市

静岡県

富士市

新清水 IC

静
岡
県
静
岡
市
清
水
区
興
津
東
町

静
岡
県
富
士
市
今
井

新東名高速道路

52

139

用地買収

延長 14.4 km (4/4)
開通済  

平面４車開通済 開通済
延長 3.9 km 延長 3.1km (4/4)

富士川SA
ｽﾏｰﾄIC

由比漁港

静清 BP

路

富士IC

新富士IC

屋

至東京

1

立体化事業

139

国道１号 富士
ふ じ

由比
ゆ い

バイパス 

・富士由比バイパスは平成 14 年度までに全線４車線にて開通しました。 

・平成 26 年 3 月 18 日には寺尾交差点立体化事業が完了しました。 

・引き続き、平面区間の立体化を推進し、交通混雑の緩和、交通安全の確保を図ります。

事業進捗状況 

平成 27 年度の主な事業内容 ： 用地買収（富士市前田～五貫島） 

平成 26 年 3 月撮影 

国道１号 

至 東京 

至 名古屋 
東名高速道路 

至 東京 

至 名古屋 

平成 26 年 3 月撮影 

寺尾交差点立体化後写真 
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 国道 139 号富士改良は、富士市内の南北軸を形成する国道 139 号を国道 1

号富士由比バイパスと接続させることで、富士
ふ じ

市街部の交通混雑の緩和を図

ることを目的に計画された富士
ふ じ

市鮫島
さめじま

から富士
ふ じ

市青島
あおしま

に至る延長 1.6km の道

路です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富士市

至 富士吉田

至東京

至
名
古
屋

田子の浦港

江川交差点

青島交差点

H20.12
開通済

１

139

139

静
岡
県
富
士
市
青
島

終

田
子
浦
港
富
士
イ
ン
タ
｜
線

国道139号富士改良
延長1.6km

富
士
市
鮫
島

起

静
岡
県

469

新富士ＩＣ

沼

富士改良

1

富士ＩＣ

139

国道 139 号 富士
ふ じ

改良 

国道 139 号を国道１号と結ぶことで、富士市街部の交通

混雑緩和を図ります。 

 （都）津田蓼原線～（県）富士由比線間（延長 0.7ｋｍ）に

ついては、平成 27 年度に部分開通する予定です。 

富士改良完成イメージ 

【平成 27 年度の主な事業内容】 

◆用地買収，改良工事，橋梁上部工事，舗装工事 

事業の効果 

位置図 

工事状況写真 

潤井川橋 

平成 27 年 1 月撮影 

潤井川橋の床版のコンクリートを打設しました。 

ランプ橋下部工 施工状況 

平成 27 年 2 月撮影 

至富士由比バイパス

至富士吉田 

至富士吉田 下り線オンランプ
Ｐ１橋脚 

上り線オフランプ
Ｐ１橋脚 

上り線オフランプ
Ａ１橋台 

至富士由比バイパス 

下り線オンランプ
Ａ１橋台 
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◆道路管理 
 道路パトロールによる日常的な道路管理のほか、防災点検、橋梁点検など、道路構造物の定期的な点検、

雪氷作業などを実施することで、「安全」で「安心」して通行できる道路を確保します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【雨量規制区間の通行規制により二次災害を防ぐ】 【防災点検により危険箇所の有無を確認】 【緊急時も速やかに対応し「安心」「安全」を確保】 

【道路パトロールで発見された道路損傷の復旧】 【定期点検により橋梁をきめ細やかに管理】 【雪氷作業によりスリップ事故防止を図る】 

静 岡 国 道 事 務 所 では、静 岡 県 東 部 ・中 部 地 域 の国 道 1 号 ・52 号 ・139 号 の 3 路 線

約 140ｋｍを 2 つの国 道 維 持 出 張 所 で管 理 しています。 

維 持 管 理 事 業 では、安 全 ・安 心 な「静 岡 」の暮 らしを実 現 するため、日 常 の道 路 パト

ロール等 による適 切 な道 路 維 持 管 理 をはじめ、老 朽 化 が進 行 する橋 梁 の補 修 、東 海

地 震 等 に備 えた震 災 ・防 災 対 策 などを推 進 し、今 後 も「安 全 」で「安 心 」して通 行 できる

道 路 を確 保 します。  

維持管理関係

◆静岡国道事務所管理道路網図 

静岡県

藤枝市

静岡市

富士市

富士宮市

御殿場市

沼津市 三島市
富
士
川

安
倍
川

駿　河　湾

山梨県

469

150

150

149

414

136

362

藤枝岡部ＩＣ

新静岡ＩＣ

新清水ＩＣ

新清水J.C.T

新富士ＩＣ

長泉
沼津IC

52

静岡SA
　スマートＩＣ

（仮）御殿場IC

138

神奈川県裾野市

凡　　　例
静清国道維持出張所管理区間

有料道路

富士国道維持出張所管理区間

高速道路（東名・新東名）

一般国道（他事務所管理区間）
一般国道（直轄管理区間外）

雨量規制区間

主要事業箇所

国道別の管理延長

国道 1 号
国道 52 号 19.5km

国道 139 号 36.2km

計 143.3km

246

高速道路（新東名）

中部横断自動車道焼津ＩＣ

静岡ＩＣ

清水ＩＣ

清水J.C.T

清水
いはらＩＣ

富士川SA
スマートIC

富士ＩＣ

沼津ＩＣ

裾野ＩＣ

御殿場ＩＣ

御殿場J.C.T

87.6km

1

沼津河川国道事務所

1

139

静岡国道事務所
静清国道維持出張所

富士国道維持出張所
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維持管理関係 
■橋梁の点検 

 

 
 

■橋梁の補修・耐震補強 

 

 

 

 

 

 
メンテナンスサイクル 

大 切 な資 産 である道 路 ストックを長 く大 切 に保 全 し、安

全 で安 心 な道 路 サービスの提 供 やライフサイクルコストの

縮 減 等 を図 るため、定 期 的 な点 検 により早 期 に損 傷 を発

見 し、損 傷 が軽 微 なうちに補 修 を行 い、大 規 模 な修 繕 に

至 る前 に対 策 を実 施 します。 

 

 
●補強・補修事例 

◇橋 脚 補 強              ◇落 橋 防 止 装 置          ◇支 承 取 替  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋 梁 点 検 は、橋 梁 の高 齢 化 や自 然 環 境 （雨 、風 など）、外 的 要 因 （大 型 車 交 通 量 など）等

による橋 梁 の損 傷 を発 見 ・把 握 するため、５年 に１回 の頻 度 で定 期 的 に行 うことを基 本 として

進 めています。今 年 度 においては管 内 ８２橋 梁 で実 施 します。 

橋 梁 補 修 は、橋 梁 点 検 等 により発 見 された損 傷 を補 修 し、安 全 で円 滑 な交 通 の確 保 、沿

道 や第 三 者 への被 害 防 止 及 び橋 梁 の延 命 化 を図 るために実 施 します。 

また南 海 トラフ巨 大 地 震 等 、大 規 模 地 震 が発 生 した際 の被 災 地 域 の救 援 には、道 路 の通

行 が確 保 されていることが不 可 欠 です。通 行 、移 動 手 段 が遮 断 されると負 傷 者 の搬 出 や救 護

物 資 の移 送 がままならず被 害 の拡 大 につながります。このため、大 規 模 な地 震 に見 舞 われた

際 、甚 大 な被 害 が生 じないよう、橋 梁 の耐 震 補 強 を実 施 することで、「安 全 」で「安 心 」して通

行 できる道 路 を確 保 します。今 年 度 においては、橋 梁 補 修 35 橋 、耐 震 補 強 8 橋 の着 手 を予

定 しています。 

補強前 補強前 補修前 

補強後 補強後 補修後 

11



 
 

■「道の駅」の防災機能の強化 

 
 
 
 

 

 

 

 

藤枝市

静岡市

安
倍
川

駿

道の駅
「玉露の里」

P

谷稲葉うぐいす
パーキングエリア

P
エキパ

150

150

149

362

藤枝岡部ＩＣ

新静岡ＩＣ

新清水J.C.T
52

静岡SA
　スマートＩＣ

焼津ＩＣ

静岡ＩＣ

清水ＩＣ

清水J.C.T

清水
いはらＩＣ

1

道の駅
「宇津ノ谷峠」

静岡側下り

藤枝側上り 静岡側上り 

国道 1 号  

東 日 本 大 震 災 では、社 会 基 盤 は一 時 的 に機 能 不 全 となり、生 活 や生 産 活 動 に大 きな支

障 を及 ぼしましたが、「道 の駅 」は避 難 場 所 や物 資 の中 継 基 地 など、復 旧 活 動 の拠 点 として大

いに機 能 しました。 

静 岡 国 道 事 務 所 では、情 報 発 信 や復 旧 活 動 の拠 点 としての情 報 提 供 施 設 、災 害 用 トイ

レ、非 常 用 発 電 機 、給 水 設 備 、の整 備 および駐 車 空 間 の再 配 置 を行 い、「道 の駅 」の防 災 拠

点 化 を図 ります。 

国道１号 道の駅「宇津ノ谷峠」の防災拠点化 

維持管理関係

広域図 ◆給水設備 
非常時における手洗 

い、トイレ洗浄水の確 
保 

◆非常用発電機  
非常時の照明(駐車場・

トイレ)、情報提供施設の

動力の確保 

◆情報提供施設  
屋外から目立つ位

置に設置し、気象情

報や、地震・津波情

報などを発信する。 

◆災害用トイレ  
非常時の屋外トイ 

レ。普段はベンチな

どになっており、使 
用時は付属のテント

を設置する。 

↑常時(ベンチ) 

非常時(テント)→ 

12



 
 

 ■交通事故対策 

 
 
 
【平成 27 年度の主な事業箇所】 

 

 

 

 

 

【主な事業箇所の現地状況】 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡県

藤枝市

静岡市

富士市

御殿場

沼津市 三
富
士
川

安
倍
川

駿　河　湾

道の駅
「玉露の里」

P

道の駅
「富士」

谷稲葉うぐいす
パーキングエリア

P
エキパ

469

150

150

149

414

362

藤枝岡部ＩＣ

新静岡ＩＣ

新清水ＩＣ

新清水J.C.T

新富士ＩＣ

長泉
沼津IC

52

静岡SA
　スマートＩＣ

道の駅
「富士川楽座」

焼津ＩＣ

静岡ＩＣ

清水ＩＣ

清水J.C.T

清水
いはらＩＣ

富士川SA
スマートIC

富士ＩＣ

沼津ＩＣ

裾野ＩＣ

1

1

道の駅
「宇津ノ谷峠」

   

 

静 岡 国 道 事 務 所 管 理 道 路 の静 岡 県 事 故 ゼロプラン「事 故 危 険 区 間 」において、交

通 挙 動 分 析 や現 地 点 検 等 により、的 確 な評 価 分 析 を行 い、重 点 的 に交 通 事 故 対 策

を進 めます。 

平成２２年１２月より 

事故ゼロプランスタ－ト！! 

◆国道１号 北脇
き た わ き

東
ひがし

交差点改良事業 ◆国道1号 静岡
し ず お か

地区自転車道設置 

◆国道１号 中之郷
な か の ご う

交差点改良事業 ◆国道139号 中小泉
な か こ い ず み

交差点改良事業 

◆国道1号 中吉田
な か よ し だ

交差点改良事業 ◆国道139号 富士宮
ふ じ の み や

道路中分設置 

交通安全関係

国道139号 中小泉交差点改良事業

※本プランでは、交通事故対策を効率的に実施し

ていくため、交通死傷事故が多発する箇所や道

路利用者・地域の皆様が危険と感じられている

箇所を対象にして、優先的に対策を行います。

国道 139 号 富士宮道路中分設置 国道 1号 中之郷交差点改良事業 

   

国道 1号 北脇東交差点改良事業 国道 1号 中吉田交差点改良事業 国道 1号 静岡地区自転車道設置 

至 富士市

至 浜松市 

至 富士市 

至 浜松市 至 浜松市

至 富士市

至 富士市

至 山梨県

至 山梨県

至 富士市 

至 浜松市 

至 富士市 
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①静岡市駿河区弥生町～同区国吉田（Ｌ=0.7ｋｍ）の本体工事及び移設補償を推進 

②静岡市清水区中ノ郷～駿河区国吉田（L=1.1ｋｍ）の本体工事及び移設補償を推進 

③静岡市葵区柚木～同区宮前町（Ｌ=0.4ｋｍ）の移設補償を推進 

 歩 道 上 の電 柱 や電 線 類 を無 くし、快 適 で安 全 な歩 道 空 間 を確 保 するために、上 空

の電 線 類 を地 下 にまとめて収 容 する「電 線 共 同 溝 」を整 備 しています。電 線 共 同 溝 の

整 備 により、歩 道 空 間 が広 くなり歩 道 の景 観 が美 しくなるばかりでなく、災 害 時 などの

二 次 災 害 に対 する安 全 性 も向 上 します。 

  ～電 柱 がなくなり歩 道 が広 くなりました～  

国道１号 無電柱化 

整備前 整備後 

【平成 27 年度の主な事業箇所】 

整備事例（清水区西久保～辻） 
し み ず に し く ぼ つじ 

無電柱化事業 

しずおか    するが    やよいちょう           くによしだ 

しずおか    しみず    なかのごう           くによしだ 

しずおか   あおい   ゆのき          みやまえちょう 

大
谷

古
庄

線
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道 路 を慈 しみ、住 んでいるところをきれいにしたいという地 域 の皆 さんの自 然 な気 持

ちを、形 あるものにしようと始 まったのが「ボランティアサポートプログラム」です。地 域 の

皆 さんの「みち」をきれいにしようという気 持 ちが、地 域 にふさわしい道 づくりにつながる

ことを期 待 しています。 

  

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

平成 27 年度 実施団体 活動内容 

○国道１号    ７団体 歩道の清掃、植樹帯（花）の管理 

【平成27年度の主な活動内容】 

◆活動団体の募集（国道1号、52号、139号） 

◆「地域の皆様と『みち』をきれいにしよう」との考えのもと、国道1号の美化 

及び清掃活動を実施します。 

ボランティアサポートプログラム 

平成２５年１０月１７日に一般社団法人静岡県設備協会とボランティア・サポートプ

ログラムの協定を締結しました。静岡市内の国道１号長沼交差点からマークイズ付

近の歩道の清掃活動を通して、道路の美化に貢献されています。 協定書調印式での記念撮影

活動の様子

＜平成２ ５ 年度 ボランティア・サポートプログラムの協定締結＞ 

～地域力を活かした富士山の包括的な道路景観管理に向けた社会実験～ 

住民のプチメンテによる景観管理実験 

（例：住民による美化・清掃活動） 

Ⅰ. ヒューマンファンド 

Ⅱ. テクノロジーファンド

牧場や農林業の技術力活用と包括管

理委託による継続的な景観管理実験 

Ⅲ. マネーファンド

景観管理活動の資金開発実験 

（例：富士山朝霧高原・シーニック・マルシェ（仮称）） 

世 界 文 化 遺 産 ：富 士 山 の西 麓 ：静 岡 県 富 士 宮 市 朝 霧 地 区 （国 道 １３９号 富 士 宮 市 猪 之 頭 ～山 梨 県

境 区 間 ）において、地 域 の「人 」や「技 術 力 」（＝「地 域 力 」）を活 かした持 続 的 な道 路 景 観 管 理 の仕 組

み作 りを目 指 した社 会 実 験 を行 います。富 士 山 朝 霧 高 原 景 観 管 理 協 議 会 を事 業 主 体 として、平 成 ２６

年 ８月 ６日 から平 成 ２７年 ３月 １８日 までの期 間 取 り組 みを行 います。  

道路の維持管理・安全管理の予算が少ない中での道路管理においては、風景阻害も含めて、 

安心・快適な道路空間とは言い難い状態となっています。 

これらの課題の対応策として、次のような“地域力”を活かした道路景観管理に向けた社会実験を 

行います。 

Ⅰ．住民や来訪者のボランティア参加の仕組みづくりを行う、“地域力の活用(ヒューマンファンド)” 

Ⅱ．酪農や農林業従事者の機械や技術力を景観管理に活用する、“地域力の活用(テクノロジーファンド)” 

Ⅲ．持続可能な景観管理活動の資金確保のための仕組みづくりを行う、“地域力を支える資金開発(マネーファンド)” 
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国道１号静清バイパス鳥坂ＩＣ～千代田上土ＩＣ間４車線化と
羽鳥ＩＣ及び牧ヶ谷ＩＣのフルインター化の開通式典をおこないました！！

国道1号静清バイパスの鳥坂ＩＣ～千代田上土ＩＣ間は、静清バイパスの真ん中に残され
た暫定２車線区間であり、朝夕の通勤時間帯を中心に、慢性的な渋滞が発生しておりました。
また、羽鳥ＩＣにおいてはハーフランプであり、牧ヶ谷ＩＣにおいては本線上に信号機があ
るなどといった課題がありました。

この度、これら課題の解決を目的として推進してきた、静清バイパス鳥坂ＩＣ～千代田上
土ＩＣ間４車線化及び羽鳥ＩＣ、牧ヶ谷ＩＣのフルインター化の完成を祝して、平成2７年
３月１日（日）に開通式典を開催しました。

【式典・記念イベント概要】

■式典 ■静清バイパス鳥坂高架橋（４車線化区間）

事業者挨拶（中部地方整備局長） 新たに開通した静清バイパス下り線

丸子IC

千代IC

平和IC

清水IC

昭府IC
唐瀬IC

千代田
上土IC

瀬名IC

鳥坂IC

清見寺IC

安
倍
川

静岡駅

362

長崎IC

能島IC

1

興津IC

清水いはらIC

清水JCT

52

静清バイパス 延長 24.2km

牧ヶ谷IC

至

名
古
屋

至

東
京

平成27年3月１日（日）
４車線開通区間

新清水JCT

清水区
葵区

平成27年3月1日（日）
羽鳥・牧ヶ谷ＩＣフルインター化

羽鳥IC

清水IC西
交差点

清水港４車線化 約９割（延長20.7km）暫定２車線区間

H30年度4車線開通予定

1

■ 今回開通区間

新静岡IC静岡SA
ｽﾏｰﾄIC

式典会場：静岡市立西奈中学校（体育館）
開典会催：国土交通省・静岡市
出席者等：大口善德 衆議院議員

田辺信宏 静岡市長
八鍬隆中部地方整備局長など

約３００名

開催日時：平成２７年３月１日（日）
≪式典≫
１３時３０分～１４時２０分

≪記念イベント≫
１２時３０分～１３時３０分（第１部）
１４時２０分～１５時００分（第２部）

至東京

至名古屋
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【記念行事概要】

■記念碑除幕

■開通カウントダウン

■瀬名川太鼓■西奈中学校吹奏楽部による記念演奏

■記念撮影

静清バイパス開通記念としての「Ｌｅｔ it go」、
記念碑除幕でのファンファーレを西奈中学校の吹奏楽部
の皆さんに演奏していただきました。

静清バイパス開通の喜びを元気な瀬名川太鼓で表現していた
だき、開通式典を大いに盛り上げていただきました。

当日１５：００の開通に合わせて、会場スクリーンに映し出
されるＬＩＶＥ映像に向かってジェット風船をとばし、静清バ
イパス開通をみんなでお祝いしました。

記念碑と一緒に式典参加者の皆様で記念撮影をおこないました。

■賑わう企業ブース
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「地域の主要渋滞箇所」の公表について ～官民一体で静岡県内の主要渋滞箇所を選定～

静岡県道路交通渋滞対策推進協議会において、平成２４年６月～１２月にかけて検討してきた県内の渋滞箇所につい
て、パブリックコメント（意見収集）の結果及び最新データ等による検証の上、道路利用者のみなさまが実感している「地
域の主要渋滞箇所」を選定しました。

〈県内の主要渋滞箇所※）〉

国土交通省中部地方整備局、中部運輸局、静岡県警本部、静岡県、静岡市、浜松市、静岡県道路公社

中日本高速道路株式会社静岡県トラック協会、静岡県バス協会、静岡県タクシー協会

※ ｢静岡県道路交通渋滞対策推進協議会｣の構成員

パブリックコメントの案内チラシ

１．各エリアの基本方針や具体な対策を引き続き、地域別検討部会・協議会で確認していきます。

２．主要渋滞箇所については、最新交通データ及び現地状況を、それ以外の箇所については、現

地状況を確認して随時見直しを図っていきます。

※）渋滞発生状況等を踏まえ、主要渋滞箇所を「エリア」「区間」「箇所」に分類
※１）エリア･･･都市部等、混雑区間・箇所が面的に広がっており、複数路線に跨り複数の主要渋滞箇所を含む区域
※２）区間 ･･･交差点等が連坦するなど、速度低下箇所が連続しており、複数の主要渋滞箇所を含む区間
※３）箇所 ･･･単独で主要渋滞箇所を形成
※４）高速道路については、各県の道路交通渋滞対策推進協議会及び中京圏渋滞ボトルネック対策協議会にて選定

一般道路（静岡県内）

高速道路（中部４県）※４

〈今後の予定〉

静岡県道路交通渋滞対策協議会の推進について

上記公表を受け、静岡県道路渋滞対策協議会は「主要渋滞箇所」の対応方針を検討しています。
静岡県道路渋滞対策協議会の開催状況は下記URLをご参照ください。
http://www.cbr.mlit.go.jp/shizukoku/torikumi/suisui/jutaikyo/index.html

協議会の開催（H25.6.28）
○今後の取り組み方針の共有

地域別検討部会（各エリア）
○地域の主要渋滞箇所への基本方針(案)を検討
○既存の渋滞対策及び今ある道路を活用した渋滞対策の実施
○渋滞対策の立案を行うためのモニタリング手法を検討及び実施

協議会の開催
○エリアの基本方針(案)の策定
○実施した渋滞対策
○交通状況のモニタリング

継
続
し
て

フ
ォ
ロ
ー

地域別検討部会の開催状況（平成２６年度）

・〔静岡、藤枝・焼津・島田、富士エリア、富士山ＷＧ〕
中部地域検討部会 ２回

・〔静岡、藤枝・焼津・島田エリア〕合同打合せ ２回
・〔富士エリア、富士山ＷＧ〕 合同打合せ ２回

協議会
開催状況

静
岡
エ
リ
ア
の
基
本
方
針

(例)
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国道１号 和瀬川橋の架け替えについて

和瀬川橋は１９７０年代に建設された古いコンクリート橋（築年数：上り線４３年、下り線３６年）で、和瀬川の河口

に位置しており、台風などの荒天時には波しぶきがかかるなど厳しい環境下にあります。

このため塩害による鉄筋の錆やコンクリート剥離などの損傷が生じており、これまで補修を行うとともに経過につ

いて監視してきたところですが、安全に道路を利用していただくため、和瀬川橋の架け替えを行うこととしました。

新しい橋についてはただ架け替えるのではなく、下記に示す構造などを取り入れることで、塩害などの厳しい環

境にも強い橋へと生まれ変わります。

～ 生まれ変わる、塩害にも強い 和瀬川橋 ～

工事工程 ～旧橋撤去から桁架設まで～

②
旧
橋
切
断
・
撤
去

③
セ
グ
メ
ン
ト
製
作

④
セ
グ
メ
ン
ト
接
合

・
緊
張 ⑤

主
桁
架
設

①
本
線
切
廻
し

②旧橋撤去状況

③セグメント製作（工場）エポキシ樹脂塗装鉄筋

④セグメント緊張状況

⑤主架設状況

下
り
線
完
成

⑤主桁架設完了

①本線切廻し

Ｈ２６年度
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静岡県道路メンテナンス会議プログラム
～自治体職員を対象とした橋梁の現場点検講習会を実施～

静岡県内の道路インフラは、高度経済成長期から集中的に整備されており、今後急速に老朽化していくこと

が想定されます。国・地方とも厳しい財政状況の中、老朽化した道路インフラの補修や更新を確実に実施して

いくことが重要な課題となっています。

このような状況の中、市町では、技術者の不足や、点検業務が進まないといった課題が顕在化しています。

このたび、自治体の職員を対象に、点検実務について現地で体験し、実感して、スキルを身につけていただ

くことを目的に、現地点検講習会を実施しました。

位置図

至
名
古
屋

第１回 駿河大橋（国道１号）
開催日：平成２６年１０月２３日（木）
参加者：静岡市、焼津市、静岡国道事務所

計２５名

第２回 栃山橋（市道焼津北大島線）
開催日：平成２６年１１月１９日（水）
参加者：焼津市、富士市、藤枝市、川根本町

計２０名

第３回 向山橋（市道向山線）
開催日：平成２６年１２月４日（木）
参加者：静岡市、富士市、牧之原市、

静岡県道路公社 計１４名

講習会概要

各道路管理者の責任による点検→診断→措置→記録
というメンテナンスサイクルを確立するために具体的
な点検頻度や方法等を法令で定めることが必要。
このため、「道路法施行規則の一部を改正する省

令」等が平成２６年７月１日に施行されました。

道路法施行規則第四条の五の二 の具体的な内容
●橋梁（約７０万橋）・トンネル（約１万本）等は、
国が定める統一的な基準により、５年に１回の頻度で、
近接目視により点検を行うことを基本とすること
●点検、診断の結果等について、記録・保存すること
●統一的な尺度で健全性の診断結果を分類すること

参考：道路橋定期点検要領（H26.6 国土交通省道路
局） 他4施設点検要領

道路法施行規則の改正概要

①高所作業車による近接目視
国道１号駿河大橋

桁の腐食・損傷箇所の有無を確認

講習風景 ～近接目視や打音調査の実践実習により、道路橋梁定期点検方法について学びました～

＜参加された方々の感想＞
・事前準備から点検のポイントまで詳しく講習して頂けたので非常に参考になりました。
・実際に評価シートの記入を行ったのは初めてだったので良い経験になりました。
・座学ではわからない実体験で参考になりました。

②梯子による近接目視
市道 焼津北大島線

桁の腐食・損傷箇所の有無を確認

①

②

③

③コンクリート橋桁の打音調査
市道 向山線

ハンマーによる打音調査で
コンクリートの浮きや剥離の有無を確認
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「道路メンテナンスセミナー in 静岡」を開催
～今後のメンテナンスの進め方について議論～

中部地方整備局では、静岡県道路メンテナンス会議と中部地勢主催により、地方公共団体が今後メンテナンスサイク

ルを回すため、現状及び課題を共有すると共に、今後のメンテナンスの進め方について議論を行うセミナーを静岡市で

開催しました。

位置図

至
名
古
屋

○日 時：平成２７年１月２９日（木）
１３：００～１５：３０

○場 所：アイセル２１ １Ｆホール
（葵生涯学習センター）

○プログラム：
趣旨説明：道路部長 大庭孝之
あいさつ：静岡市長 田辺信宏
基調講演：国土技術政策総合研究所

道路構造物管理システム研究官
木村嘉富

ディスカッション：
「社会とともにメンテナンスサイクルを回す」

メンテナンスセミナーの概要

コーディネータ
ジャーナリスト 木戸健介

パネラー
島田市長 染谷絹代
静岡新聞社 論説委員 西貝勝巳
静岡県交通基盤部 理事 村松篤
国土技術政策総合研究所
道路構造物管理システム研究官

木村嘉富
中部地方整備局道路部長 大庭孝之

○聴講者：２５０名
（管内自治体より１２０名、建設業５０名、
建設コンサルタント関係５０名、
鉄道事業者関係等３０名）

社会とともにメンテナンスサイクルを回す

～講習会の様子～

中部地方整備局 大庭道路部長による
趣旨説明

田辺静岡市長によるあいさつ 国土技術政策総合研究所 木村研究官に
よる基調講演

会場全景（聴講者の様子） パネラーによるディスカッションの様子
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～関係機関との
情報連絡訓練～

日○○時：平成２６年１２月１９日（金） ９：３０～１２：００
場○○所：道の駅朝霧高原 臨時駐車場内

（富士宮市根原字宝山４９２－１４）
参加機関：静岡国道事務所、甲府河川国道事務所、静岡県、

富士宮市、富士宮警察署、中日本高速道路(株)、
富士建設業協会（１３社）、静岡建設業協会（１社）、
清水建設業協会（２社）、島田建設業協会（４社）、
静岡県道路舗装協会、日本建設機械レンタル協会
静岡支部、静岡県レッカー事業協同組合 計１２機関

訓練内容：
①図上訓練-道路法に基づく規制実施、災害対策基本法に

基づく区間指定に向けた各機関との連絡、様式
等の作成

②実働訓練-放置車両の除去訓練、除雪訓練

〈訓練の概要〉

・国道１３９号富士宮市内（北山ＩＣ以北）において積雪。山梨
県境付近では３０ｃｍを超える積雪を想定。
県境付近の３５ｋｐ付近においてスタック車両が発生し、除雪
も間に合わない状況。
・富士宮市根原地区において大雪による孤立集落が発生。さ
らに、孤立集落において急病人が発生し、緊急車両の通行
確保が必要となる。

〈雪害想定〉

大規模災害時において直ちに道路啓開を進め、緊急車両の通行ルートを迅速に確保するため、道路管理者による放
置車両対策の強化に係る所要の措置を講ずる、災害対策基本法の一部を改正する法律が、平成２６年１１月１４日に成
立し、平成２６年１１月２１日に公布・施行されました。
改正法に基づく道路管理者による車両移動の流れを各関係機関が現地にてトレースすることにより、対応の流れにつ

いての認識の共有を図ることを目的とした訓練を実施しました。

図上訓練実施状況

～災害対策基本法に基づく雪害対応にかかる状況確認型訓練を実施～

中日本高速道路(株)からの報告

富士宮市から孤立集落発生の報告 図面上での指定区間検討状況

指定区間の公安委員会への通知

～災対法に基づく
手続き～ 【課題（一例）】

・孤立集落への緊急車両通行車両
確保のためには直轄と自治体路線
の連携が必要

訓練からの課題と
今後の対応策（案）

【対応策（案）】
・各道路管理者の規制状況、区間
指定状況を地図上で共有する仕組
みの検討

【課題（一例）】
・補償の際の責任の明確化が必要。

【対応策（案）】
・移動の際のチェックリスト作成

・運転手の承諾（サイン等）をも
らうことについての徹底。

～スタック車両運転手への通知～

移動拒否をする運転手に対し、
災害対策基本法による移動内容
や補償に関する事項を通知する
とともに、警察協力のもと運転手
の理解を求める。

～車両の記録状況～

デジタルカメラやビデオカメラ
を用いて移動前後、若しくは移
動中の車両状況を記録し、補
償対象か否かの判断資料とす
る。

～自走不可車両の移動～

大雪等で自走ができなくなって
いる車両をレッカー車やグレー
ダなどにより牽引し、緊急車両
の通行の妨げにならない位置
まで移動する。

実働訓練実施状況
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静岡国道事務所と県内のコミュニティＦＭ４局は、災害時において正確な情報を迅速
かつ的確に多くの地域住民・道路利用者へ伝えるため、災害又は事故等における情
報の提供に関し、「災害時における非常災害放送に関する協定」を下記の通り締結し
ました。

コミュニティＦＭ放送局と非常災害放送協定を締結

～災害時における正確で迅速な情報の提供に向けて～

本協定の締結により、所管する道路の災害時及び事故発生時の被災状
況や交通障害、通行可否情報などを迅速かつ正確に伝えることが可能とな
り、地域住民や道路利用者の安全・安心の確保及び秩序の維持に寄与す
ることが期待されます。

協定締結後の写真

協定のポイント

◆協定による効果（メリット）
【道路利用者】
ＦＭラジオは全てのドライバーが”いつで
も・どこでも”簡単に情報を得られます。

【ＦＭ放送局】
災害時には地域住民が最も必要とする情報の
提供が可能になります。

【道路管理者】
放送エリアが棲み分けされており、地域に密
着した情報提供が可能になります。
道路情報板などではカバーできない道路利用
者への情報提供が可能になります。

１．日 時：平成27年2月3日 13:15～

２．場 所：静岡国道事務所 2階会議室

３．締結者

国土交通省 静岡国道事務所
エフエムしみず-(マリンパル 76.3MHz)
シティエフエム静岡-(FM-Hi! 76.9MHZ)
富士コミュニティエフエム-(Radio-f 84.4MHz)
ＦＭ島田-(g-sky 76.5MHz)

※県内のコミュニティＦＭ４局と協定締結しま
した。

協定書締結式の概要

■エフエムしみず
（マリンパル 76.3MHz）
静岡市清水区、駿河区、葵区、及び
富士市、沼津市の一部

■エフエムしみず
（マリンパル 76.3MHz）
静岡市清水区、駿河区、葵区、及び
富士市、沼津市の一部

コミュニティＦＭ４局の放送カバーエリア（概略）
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国道交通省の静岡県内の３事務所（沼津河川国道事務所、静岡国道事務所、浜松
河川国道事務所）は、大規模な地震や降雪があった場合に放置車両や被災車両を迅
速に移動し、緊急通行車両の通行確保を目的に、静岡県レッカー事業協同組合と災
害協定を締結しました。

県内の３事務所と静岡県レッカー事業協同組合が
「災害時における緊急通行車両確保に関する協定」を締結しました

車両移動に関し豊富なノウハウ・資機材を有するレッカー事業協同組合の協力によ
り、迅速かつ確実な車両移動作業の実施が可能となるほか、車両に大きな損傷を与
えずに車両移動を行うことが可能となると期待されます。

協定締結後の写真

１．日 時：平成27年3月11日 10:00～

２．場 所：静岡国道事務所 2階会議室

３．締結者

国土交通省 沼津河川国道事務所
浜松河川国道事務所
静岡国道事務所

静岡県レッカー事業協同組合

協定書締結式の概要

雪害時の車両移動訓練実施状況
（平成２６年１２月１９日）

レッカー車両による車両移動イメージ

（理事長と県内３事務所長の記念撮影）（協定書署名）
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日本風景街道 ～静岡国道事務所管内の風景街道の紹介～

日本風景街道は、住民、NPO、企業など地域が主体となって、行政と連携しながら、道を舞台に地域ならではの風景や自
然、歴史、文化などの資源を活かした「美しい景観づくり」や「活力ある地域づくり」への取り組みです。国土交通省が全国１２
７ルートを登録し、「よろこび」や「感動」など地域の活性化に向けた活動が展開されています。

〈静岡国道事務所管内の「風景街道」〉

静岡市にある東海道の6つの宿場と２つの峠を道における地域ブランドとして、“歩いて楽しむ”旅のスタイルを確立し、
街道観光という新しい価値の創出を目指した取り組みです。

ぐるり・富士山風景街道

日本一の山・富士山の見える道風景と裾野に広がる巡りの道を中心に、美しい地域と道空間作りの支援を通じて
「訪れる人」と「迎える地域」の豊かな交流による地域コミュニティの再生を目指した取り組みです。

東海道「駿河２峠６宿風景街道」

世界遺産登録された富士山の眺望 構成資産のひとつ「白糸の滝」

「宇津ノ谷峠」の明治時代に掘られたトンネル
うつのや

「江尻宿」清水港と富士山

○平成２５年度 主な活動

１．案内サイン集約化への取り組み
２．「富士山古道・トレイル研究会」にて、富士山周
辺トレイルルートの検討作業

３．プチメンテナンス（ゴミ拾い、草刈り等）

○平成２５年度 主な活動
１．環境整備事業
・宇津ノ谷峠にて景観維持のための草刈り等
・府中宿つつじ通りにて街道みがき（プチメンテ
ナンス）を実施

２．情報発信事業
・フォトコンテストの成果を使ったPR活動
・かわら版の発行（宇津ノ谷峠周辺世帯に配布）
・SNSによる情報発信

〈日本風景街道のイメージ〉
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清水港みなと色彩計画推進協議会より感謝状を頂きました

国道1号静清バイパス興津高架橋区間は「清水港みなと色彩計画」の対象区域に位置し、静岡国道事
務所では平成24年度より行っている興津高架橋の補修工事で、コンクリート桁や床版の剥落防止とし
て塗装を行うにあたり、協議会より助言を頂き色彩を決定しています。今回は平成25年度に施行した
工事実績について平成27年2月10日に協議会より2年連続となる感謝状を頂きました。

〈対応状況写真〉

清水港は、神戸港、長崎港と並び日本三大美港の一つと評される
港です。
平成３年に開かれた「清水港・みなと色彩計画策定委員会」により、

港湾機能や将来方向性に応じた、それぞれの地区毎にまとまりを
もった色彩方針が立てられ、美しい自然景観と調和した人工景観を
創出しようという目的で「清水港・みなと色彩計画」が策定されまし
た。
国道１号静清バイパス興津高架橋は「新興津・興津袖師第１埠頭

地区」にかかり、清水港配色計画の中で「アクティブ・躍動感」をイ
メージした配色で、快適で活気のある、個性あるみなとづくりに貢献
しています。

〈みなと色彩計画〉の計画概要

感謝状

完成着工前

全体配置計画ゾーニング図

①

②

④

⑤

⑥

⑦

③

⑧

① 真崎 エリア
② 三保 エリア
③ 折戸 エリア
④ 富士見埠頭 エリア
⑤ 日の出 エリア
⑥ 江尻 エリア
⑦ 袖師第２埠頭・東燃 エリア
⑧ 新興津 興津袖師第１埠頭 エリア

対象エリア拡大図

国道１号現道

静清バイパス
至藤枝

至富士

至藤枝 至藤枝

至富士

至富士
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国土交通省中部地方整備局 静岡国道事務所 

〒420-0054 静岡県静岡市葵区南安倍２丁目８番１号 

お問い合わせ：TEL 054-250-8900（代表）・FAX 054-252-5747・E-mail：sizukoku@cbr.mlit.go.jp 

静岡国道出張所 〒420-0941 静岡市葵区松富 1-3-23 TEL:054-273-2230 FAX:054-273-2298

静清国道維持出張所 〒421-1221 静岡市葵区牧ヶ谷 2075 TEL:054-278-5181 FAX:054-277-3467

富士国道維持出張所 〒417-0001 富士市今泉 337-1 TEL:0545-52-5650 FAX:0545-57-5006
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